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小島大輔, 森卓, 鳥居雅樹(東京大・院理・生物化学) 所内対応者：今井啓雄 
脊椎動物において、視物質とは似て非なる光受容蛋白質(非視覚型オプシン)が数多く同定されている。私共は最
近、非視覚型オプシンの一つ OPN5 がマウスの網膜高次ニューロンや網膜外組織(脳や外耳)に発現すること、さら
にマウスやヒトの OPN5 が UV 感受性の光受容蛋白質であることを見出した [Kojima et al. (2011) PLoS ONE, 6, 
e26388]。このことから、従来 UV 感覚がないとされていた霊長類にも、UV 感受性の光シグナル経路が存在するこ
とが示唆された。そこで本研究では、OPN5 を介した光受容が霊長類においてどのような生理的役割を担うのかを
推定するため、霊長類における OPN5 の発現部位の同定を試みている。本年度は、サル個体の組織(眼球・外耳な
ど)より RNA を抽出し、各組織の cDNA 試料を作成した。これらの cDNA に対して、サル OPN5 遺伝子に特異的な
プライマーを用いた定量的 PCR を行なった。その結果、マウスと同様に耳介において OPN5 遺伝子発現を検出し





かにし、猿害の削減に役立てることを目的に研究を実施した。2012 年度に得られた 13 体のニホンザルを解剖し、
食性、繁殖状況等を調べた。2008 年度からの分析結果 40 頭分とあわせると、本県のニホンザルの体格は大きく、







一柳健司, 佐々木裕之, 福田渓(九州大・生医研) 所内対応者：郷康広 
我々は霊長類におけるゲノム進化とエピゲノム進化の関係を解明するため、ヒトとチンパンジー(霊長類研究所





解析)、メチル化変化領域には CTCF と ZNF217 の結合配列モチーフが濃縮されていることを明らかにした。さら




神取秀樹, 片山耕大,川田大輝, 大橋知明(名工大・院工) 所内対応者：今井啓雄 
ヒトを含む霊長類の網膜に存在する 3 種類(赤･緑･青)の色覚視物質は試料調製が困難なため、X 線結晶構造解析
を含む構造生物学的解析は過去に例がなく、我々の色認識メカニズムは謎のままであった。そのような現状下、我々
は培養細胞を用いて作製した霊長類の赤・緑感受性視物質に対する高精度の赤外分光測定による構造解析を行って















佐藤百恵, 中尾汐莉, 高木幸恵, 清水大輔((財)日本モンキーセンター) 所内対応者：川本芳 
マダガスカルのベレンティ保護区のワオキツネザル調査で父子判定に利用されているマイクロサテライト DNA
マーカーのうち、Lc5、Lc6、Lc8、Lc9、47HDZ236、69HDZ208、69HDZ091、69HDZ03 の 8 遺伝子座について日本
モンキーセンター(以下 JMC)で飼育するワオキツネザルの遺伝的多型を検索した。溶解緩衝液入りチューブに体毛
を採取し、そこから Kawamoto et al. (2013)の方法に従って抽出した DNA を分析試料とした。プライマーによる増
幅がみられるか、現存する若齢個体の父親になる可能性があるすべての性成熟雄 14 個体と、試験的に雌 2 個体で
実験したところ、いずれのマーカーでも顕著な遺伝子多型がみられた。 
結果の再現性が十分に確認できていない Lc9 と 47HDZ236 を除き、6 種類のマーカーの結果からソフトウェア







を調べた。用いたサルはアカゲザル 10 頭、ニホンザル 1 頭、カニクイザル 3 頭、年齢は１月から 27 歳、雄雌は雄
9 頭と雌 5 頭である。サルより甲状軟骨を採取し、硝酸と過塩素酸を加えて、加熱して灰化し、元素含量を高周波
プラズマ発光分析装置(ICPS-7510、島津製)で分析し、次のような結果が得られた。 
























において尾長との関連性を調査した。中～超短尾マカク(M. cyclopis, M. mulatta, M. fuscata, M. assamensis, M. 
nemestrina M. arctoides)成熟個体 (歯列完全萌出以後)の仙骨を用い、三次元的幾何学的形態分析を行った結果、短尾
